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 作品タイトル“nothing”をペルシャ語で“Hich”いう。イランの哲学者の著書に著された、“HAFT SHAHRE 
ESHGH”（愛の７つの段階）の最終段階が“Hich”であるという論理に基づいて形態化され、展示作品の
中で唯一床置きされた作品には、ペルシャ語の示す〝Ｈ〟の形を元に形象化し、七つの稜線をもつ形態
として作者の論理を具現化している。 
 成形方法は論文中に論じられている様に、マケットにより決定した形態を焼成プロセスによる変形を
考慮して、手捻り技法により適確に手際よく成形している。形態のディティールに用いられた自然の無
機質な岩石の表現には、作者の試行錯誤と粘土の性質を良く理解した技術の高さを窺う事が出来る。一
つ一つの作品に、複雑に絡む多くの要素を内包しながら完成度の高い作品に仕上げており、博士学位に
相応しい評価を得た。 
 又、公開審査展（大学美術館）に展示された作品による空間配置は、テーマである「no thing」を表
現するための、個々の造形の記号性による揺るぎない位置関係にあり、作品内に立つ鑑賞者にある種の
緊張感をあたえ、作者の一貫した論理を端的に表現した優れたインスタレーション作品として高く評価
したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 サブーリ・ティムール氏はイランから東京藝術大学研究生、大学院課程６年間陶芸研究室にて陶芸制
作研究を続けてきた。博士最終作品は題目にみられるように「無」という概念によって制作されている。
サブーリ氏の陶芸制作論はイラン文化に則り制作されたことが論文によって理解される。－イランの陶
芸は[美術]ではなく、あくまでも信仰から生まれたものであり…私の作品には、とりわけ動物形におい
てイラン陶芸の影響関係が強く、今もまたその紐帯を強く維持している－「無」に関しては、－人には
生きていく上で一つの道しかないので、それを自分自身で模索しなければならない。その道の最後の過
程では欲をすべて消し去って｢無｣になる。宗教では｢無｣を｢神｣、｢仏｣と呼ぶ。例えば、イスラム教では
唯一神である。－と記述している。作品の制作理念に哲学、宗教が背景に色濃く反映された表現形態で
あると言える。形態は14世紀に考案されたナスタアーリク書体の影響がある。ナスタアーリク書体は厳
密に文字の点や線の割合と比率が決められており、円はうずくまる形態（静）、直線は（動）を意味し、
形態はその円と直線を基に制作された。作品の稜線はイラン哲学者の著書に基づいた（愛の七つの階段）
を登っていくと言う感性を形態に表し、数学的比率によって制作された。日本文化の侘び、寂びの日本
の自然観に影響された形態、特に登り窯の自然釉の灰かぶりはサブーリ氏のイランの文化思想と共鳴し、
釉薬の表情を「岩釉」と名付けた銅系統の釉薬を作り出た。自然にできるだけ近い「無」を表現する媒
介となっている。論文においては上述した概念を記述し、サブーリ氏の独特の陶芸論を展開している。
後半の形態と素材編は特別取り上げる箇所ではないが、随所にサブーリ論が記述されている。例えば、
粘土：人体の骨のような重要な構造体。釉薬：人間の衣服、皮膚のような主要な原料。技法：ひとつの
陶器を作る際に使われる方法やプロセス。焼成：原料の状態が、別の状態に変化すること。など公理的
な定義を再確認させられるような考えが随所に見られる。サブーリ氏が日本で陶芸制作を体験し、失敗、
成功を繰り返して来た中からの得た新鮮な生の技法論で、独自の論文であると評価できる。 
 以上の非常に強い個性の考え方で作品、論文が発表されている。その考え方に則った制作、焼成、釉
薬や展示方法も一貫しており、すべてに貫かれた理念に基づいて表現されている。表現された作品は未
来の制作に期待を抱かせ、論文も一貫性が見られ優れた内容である。主査、副査ともに博士学位作品お
よび論文としてふさわしいと判断する。 
 
 
